
三
月
一
日
、
島
原
高
等
学
校
第
五
十
七
回
生

三
一
八
名
が
卒
業
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒

が
三
年
間
、
学
習
や
部
活
動
に
努
力
を
続
け
、
晴

れ
や
か
な
気
持
ち
で
母
校
を
後
に
し
て
く
れ
た
も

の
と
信
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
素
直
で
誠
実
な

人
間
性
を
持
っ
て
巣
立
っ
て
い
く
生
徒
の
後
ろ
姿

に
、
「
こ
れ
か
ら
も
頑
張
れ
よ
。
」
と
エ
ー
ル
を

送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
三
年
間
は
早
朝
補
習
や
放
課
後
補
習
、
休

日
の
模
擬
試
験
や
部
活
動
の
遠
征
に
と
忙
し
い
毎

日
の
中
で
苦
し
く
て
潰
れ
そ
う
に
な
っ
た
事
も
あ
っ

た
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
が
学

習
や
部
活
動
の
両
面
で
素
晴
ら
し
い
結
果
を
残
し

て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
自
分
の
や
る
べ
き
事

を
し
っ
か
り
と
見
つ
め
て
、
躓
き
そ
う
に
な
り
な

が
ら
も
自
分
の
足
で
着
実
に
歩
ん
で
き
た
成
果
だ

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
の
皆
様
の
御
理
解

と
御
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
高
校
三
年
間
は
修
行
の
身
で
あ
る
。
」
と
い

わ
れ
ま
す
。
苦
し
さ
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
精
神

力
と
そ
れ
を
克
服
し
て
い
こ
う
と
す
る
努
力
が
人

を
大
き
く
成
長
さ
せ
て
い
く
原
動
力
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
島
原
高
校
の
三
年
間
は
生
徒
に
と
っ

て
も
保
護
者
の
皆
様
に
と
っ
て
も
決
し
て
楽
な
も

の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
生
徒
達
が

部
活
動
や
進
路
面
で
目
標
を
達
成
で
き
た
と
き
の

喜
び
と
笑
顔
は
何
物
に
も
代
え
難
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
日
を
迎
え
る
た
め
に
も
「
今
な
す
べ

き
事
」
を
見
据
え
た
生
活
を
送
る
事
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

平
成
十
六
年
度

進
路
状
況
（
中
間
報
告
）

先
日
平
成
十
七
年
度
入
試
国
公
立
大
学
前
期
入

試
合
格
発
表
も
終
わ
り
、
今
年
度
の
進
路
状
況
の

中
間
ま
と
め
が
で
き
る
段
階
に
な
り
ま
し
た
。
以

下
に
現
役
（
五
十
七
回
生
）
の
状
況
を
報
告
し
ま

す
。

大
学

国
立
大
学

九
八
名

公
立
大
学

十
四
名

私
立
大
学

二
六
三
名

準

大

学

六
名

短
期
大
学

国
公
立
短
大

五
名

私
立
短
大

十
四
名

各
種
学
校
・就
職

高
等
看
護
学
校

六
五
名

専
門
学
校

四
〇
名

就
職
・
そ
の
他

十
三
名

※
参
考
：
過
年
度
生
（
把
握
分
の
み
）

国
立
大
学

一
名
（
医
学
部
医
学
科
一
名
）

公
立
大
学

一
名

私
立
大
学

八
名

※
主
な
合
格
校
（
現
役
の
み
）

東
京
大

一
名

京
都
大

一
名

大
阪
大

一
名

東
京
工
業
大

一
名

北
海
道
大
学

一
名

お
茶
の
水
女
子
大

一
名

神
戸
大

一
名

筑
波
大

二
名

九
州
大

九
名

広
島
大

三
名

長
崎
大

十
七
名

熊
本
大

十
一
名

国
立
医
学
部
医
学
科

二
名

国
立
薬
学
部

一
名

防
衛
大

一
名

青
山
学
院
大

一
名

慶
応
大

一
名

国
際
基
督
教
大

一
名

中
央
大

一
名

津
田
塾
大

一
名

明
治
大

一
名

早
稲
田
大

三
名

南
山
大

一
名

立
命
館
大

九
名

関
西
大

一
名

関
西
学
院
大

一
名

西
南
学
院
大

四
名

福
岡
大

二
七
名

久
留
米
大

一
〇
名

中
村
女
子
大

三
名

長
崎
純
心
大

七
名

活
水
女
子
大

六
名

い
よ
い
よ
二
学
年
も
残
す
と
こ
ろ
、
あ
と
二
週

間
余
り
と
な
り
ま
し
た
。
二
学
年
で
は
、
こ
の
三

学
期
を
三
年
０
学
期
と
位
置
付
け
、
三
学
年
の
ス

タ
ー
ト
を
気
持
ち
よ
く
切
れ
る
よ
う
に
準
備
を
整

え
て
き
ま
し
た
。
今
学
期
は
大
き
な
試
験
や
模
試

が
多
く
、
進
路
に
つ
い
て
考
え
た
り
受
験
を
意
識

し
た
り
す
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。
特
に
二
月
の

進
研
模
試
は
、
初
の
マ
ー
ク
形
式
で
あ
り
、
文
理

と
も
に
九
百
点
満
点
（
文
系
は
六
教
科
七
科
目
、

理
系
は
五
教
科
七
科
目
）
で
受
験
を
し
、
進
路
を

見
据
え
た
学
習
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
た

よ
う
で
す
。

三
月
一
日
の
卒
業
式
で
三
年
生
を
見
送
っ
て
か

ら
は
、
最
高
学
年
を
迎
え
る
自
覚
も
日
に
日
に
高

ま
っ
て
き
ま
し
た
。
来
年
度
は
、
島
原
高
校
を
中

心
と
な
っ
て
引
っ
張
っ
て
い
く
学
年
で
あ
る
と
同

時
に
、
自
ら
の
進
路
を
決
定
す
る
大
切
な
一
年
に

な
り
ま
す
。
五
十
八
回
生
全
員
が
三
年
を
会
心
の

出
来
で
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
、
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
の
四
月
に
初
々
し
い
表
情
を
見
せ
て
い
た

一
年
生
も
、
す
っ
か
り
島
高
生
の
一
部
と
し
て
溶

け
込
み
、
二
年
生
と
し
て
新
た
な
一
年
生
を
迎
え

る
立
場
に
な
り
ま
し
た
。
日
常
の
ハ
ー
ド
な
授
業

や
補
習
、
模
擬
試
験
、
部
活
動
、
雲
仙
合
宿
に
始

ま
る
高
総
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
体
育
祭
な

ど
の
行
事
活
動
を
通
し
て
、
時
折
疲
れ
た
表
情
を

見
せ
な
が
ら
も
や
る
と
き
は
キ
リ
ッ
と
引
き
締
ま
っ

た
面
を
感
じ
ま
す
。

一
年
生
の
教
室
か
ら
見
て
中
庭
を
挟
ん
だ
向
こ

う
に
、
真
剣
に
受
験
勉
強
に
取
り
組
む
三
年
生
の

表
情
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
教
員
団
が
何
も

言
わ
な
く
て
も
、
彼
ら
は
何
か
を
感
じ
取
り
自
然

と
成
長
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
が
長
い
伝

統
の
も
と
受
け
継
が
れ
た
島
高
魂
な
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

中
堅
学
年
と
し
て
、
ま
す
ま
す
忙
し
い
毎
日
が

始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る

学
習
内
容
、
行
事
や
部
活
動
で
は
中
心
と
し
て
動

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
一
年
間
で
頼
も
し
く

な
っ
た
彼
ら
な
ら
ば
、
す
ん
な
り
と
乗
り
越
え
て

い
く
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

三
月
八
・
九
日
に
実
施
さ
れ
た
公
立
高
等
学
校

入
学
者
選
抜
試
験
の
合
格
発
表
が
三
月
十
七
日

（
木
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

生
憎
の
雨
に
も

拘
ら
ず
、
九
時
三

十
分
の
発
表
前
か

ら
多
数
の
中
学
生

が
駆
け
つ
け
て
い

ま
し
た
。

泣
き
出
し
た
中

学
生
の
グ
ル
ー
プ

も
い
ま
し
た
。
彼

ら
の
今
後
の
活
躍

を
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
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青

き

楓

旅
立
ち
、
出
会
い

梅
白
し
ま
こ
と
に
白
く
新
し
く立

子

こ
と
の
ほ
か
、
厳
し
い
寒
さ
が
続
い
た

三
月
で
し
た
。
本
格
的
な
春
が
待
た
れ
る

こ
の
ご
ろ
で
す
が
、
春
は
旅
立
ち
の
季
節

で
も
あ
り
ま
す
。
本
校
で
も
去
る
三
月
一

日
、
三
年
生
三
一
八
名
が
島
高
で
学
ん
だ

誇
り
と
夢
の
実
現
に
向
け
て
の
希
望
を
胸

に
抱
い
て
旅
立
ち
ま
し
た
。
第
五
十
七
回

生
諸
君
は
校
是
「
文
武
両
道
」
の
実
現
を

目
指
し
て
三
年
間
尊
い
汗
を
流
し
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
の
精
進
の
成
果
が
嬉
し
い
ニ
ュ
ー

ス
と
し
て
職
員
室
の
先
生
方
に
続
々
と
飛

び
込
ん
で
き
て
い
ま
す
。
先
生
方
と
笑
顔

で
握
手
す
る
生
徒
の
姿
は
、
い
つ
見
て
も

感
動
的
で
す
。
第
五
十
八
・
第
五
十
九
回

生
の
諸
君
も
、
き
っ
と
後
に
続
い
て
く
れ

る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

旅
立
ち
の
後
は
新
た
な
出
会
い
の
時
期

と
な
り
ま
す
。
在
校
生
は
そ
れ
ぞ
れ
進
級

し
、
四
月
八
日
に
は
第
六
十
回
生
が
誕
生

し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
「
当
た
り
前
の
こ

と
を
、
ぼ
ん
や
り
せ
ず
に
、
ち
ゃ
ん
と
や
っ

て
い
く
」
島
高
教
育
の
推
進
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
今
後
と
も
保
護
者
の
皆
様
の

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

第
五
十
七
回
生

夢
実
現
へ
の
旅
立
ち

進
路
指
導
部
か
ら

第
二
学
年
か
ら

第
一
学
年
か
ら

合
格
お
め
で
と
う



今
年
も
恒
例
の
校
内
マ
ラ
ソ
ン
が
一
月
二
十
七
日

（
木
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
生
徒
の

全
身
持
久
力
の
発
達
を
図
り
な
が
ら
強
い
意
志
や
忍

耐
力
を
養
成
し
、
あ
わ
せ
て
自
己
の
体
調
管
理
能
力

を
高
め
る
た
め
に
行
っ
て
い
ま
す
。
コ
ー
ス
は
島
原

市
営
陸
上
競
技
場
及
び
そ
の
周
辺
で
男
子
８
．
０
㎞
、

女
子
５
．
０
㎞
の
コ
ー
ス
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
心

配
し
て
い
た
風
邪
等
の
流
行
も
な
く
大
会
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
当
日
は
雲
が
厚
く
、
気
温

の
低
下
に
よ
る
病
気
等
を
心
配
し
て
い
ま
し
た
。
結

果
的
に
は
大
き
な
事
故
や
病
気
も
な
く
無
事
に
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
日
は
完
走

を
目
標
に
必
死
に
走
る
生
徒
た
ち
や
運
営
面
で
黙
々

と
取
り
組
む
生
徒
た
ち
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
、

改
め
て
島
高
生
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

（
生
徒
感
想
）二

年
六
組

本

田

翔

大

今
年
で
二
回
目
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
だ
っ
た
。
当
日

は
気
温
が
低
く
身
体
が
動
く
か
心
配
だ
っ
た
が
、
な

ん
と
か
８
．
０
㎞
の
コ
ー
ス
を
走
り
き
る
こ
と
が
で

き
た
。
順
位
は
昨
年
と
同
様
に
一
位
だ
っ
た
が
、
昨

年
よ
り
も
か
な
り
疲
れ
た
感
じ
が
し
た
。

一
年
六
組

山

田

理

沙

大
会
当
日
の
コ
ー
ス
は
、
想
像
以
上
に
起
伏
が
あ

り
、
５
．
０
㎞
と
い
う
長
距
離
で
と
て
も
き
つ
か
っ

た
で
す
。
そ
れ
で
も
後
ろ
か
ら
追
っ
て
く
る
中
学
校

時
代
の
ラ
イ
バ
ル
二
人
に
は
絶
対
負
け
な
い
！
と
い

う
気
持
ち
で
走
り
ま
し
た
。
走
り
終
え
た
後
は
友
達

と
達
成
感
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
楽

し
か
っ
た
で
す
。
こ
の
大
会
で
つ
け
た
体
力
や
精
神

力
を
今
後
の
部
活
動
や
勉
強
に
生
か
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

理
数
科
一
、
二
年
生
「
市
民
講
座
」
に
参
加

二
月
二
十
六
日
の
土
曜
講
座
終
了
後
、
理
数
科
一
、

二
年
生
は
島
原
復
興
ア
リ
ー
ナ
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
市
民
講
座
「
マ
グ
マ
の
火
道
を
掘
り
抜
く
！
～
科

学
掘
削
で
何
が
わ
か
っ
た
か
？
」
に
参
加
し
た
。

こ
の
講
座
は
東
京
大
学
地
震
研
究
所
の
中
田
節
也

教
授
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
た
「
雲
仙
普
賢
岳
の
科

学
掘
削
」
で
得
ら
れ
た
成
果
を
発
表
す
る
内
容
で
、

中
田
教
授
を
は
じ
め
、
企
業
や
民
間
の
研
究
所
の
研

究
者
、
ア
ラ
ス
カ
大
学
の
教
授
な
ど
も
説
明
に
加
わ
っ

た
。地

元
普
賢
岳
の
噴
火
を
機
に
、
科
学
の
粋
を
集
め

て
実
施
さ
れ
た
研
究
の
発
表
に
生
徒
達
も
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
た
。
地
学
分
野
の
研
究
で
あ
り
、
普
段

授
業
で
は
触
れ
な
い
よ
う
な
内
容
で
あ
る
だ
け
に
、

生
徒
の
一
人
は
「
今
日
の
講
座
で
地
球
内
部
に
つ
い

て
の
興
味
が
沸
い
て
き
た
。
近
く
に
九
大
の
火
山
観

測
所
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
し
、
機
会
が
あ
っ
た
ら

行
っ
て
み
た
い
。
」
と
話
し
て
い
た
。
九
大
火
山
観

測
所
に
は
理
数
科
で
近
く
訪
問
す
る
予
定
で
す
。

今
年
度
の
活
動
よ
り

平
成
十
六
年
度
の
生
徒
会
活
動
は
、
復
活
し
た
新

入
生
歓
迎
遠
足
の
準
備
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
転
入

し
て
来
ら
れ
た
先
生
方
の
自
己
紹
介
、
応
援
部
に
よ

る
エ
ー
ル
指
導
、
ク
ラ
ス
対
抗
綱
引
き
大
会
を
行
い
、

新
緑
の
中
で
気
持
ち
の
良
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

六
月
に
は
宮
元
明
彦
君
が
新
常
任
委
員
長
と
な
り
、

二
十
名
の
新
執
行
部
が
誕
生
し
ま
し
た
。

七
月
の
校
内
球
技
大
会
は
、
ま
だ
要
領
の
わ
か
ら

な
い
新
執
行
部
に
代
わ
り
、

準
備
か
ら
運
営
ま
で
旧
執
行

部
が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組

み
ま
し
た
。

九
月
に
は
小
文
化
祭
を
行

い
ま
し
た
。
今
年
は
「
例
年

に
な
い
企
画
を
取
り
入
れ
て

も
っ
と
盛
り
上
げ
よ
う
」
と
、

準
備
段
階
か
ら
大
変
熱
が
入
り
、
結
果
も
大
成
功
で

し
た
。

十
七
年
度
は
三
年
に
一
度
の
青
楓
祭
（
大
文
化
祭
）

で
す
。
一
般
公
開
も
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
さ
ら

に
充
実
し
た
も
の
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
募
金
活
動
】

本
校
で
は
毎
年
「
歳
末
助

け
合
い
共
同
募
金
」
に
協
力

し
て
、
街
頭
募
金
を
行
っ
て

お
り
、
今
年
度
も
十
二
月
十

五
日
（
水
）
、
十
六
日
（
木
）

に
市
内
四
カ
所
で
行
い
ま
し

た
。
生
徒
会
執
行
部
と
進
路

が
既
に
決
定
し
た
三
年
生
お
よ
び
自
主
的
に
参
加
し

て
く
れ
た
部
活
動
生
が
、
冷
た
い
風
の
吹
く
中
、
懸

命
に
募
金
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
終
了
予
定
時
刻
に
な
っ
て
も
「
も
う
少

し
や
ら
せ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
る
ほ
ど

の
熱
の
入
り
よ
う
で
し
た
。
皆
様
の
善
意
の
お
か
げ

で
今
年
も
沢
山
の
募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
は
新
潟
県
中
越
地
震
災
害
と
イ
ン

ド
洋
大
津
波
災
害
も
発
生
し
、
こ
の
二
つ
の
災
害
に

対
し
て
も
校
内
募
金
活
動
を
行
い
、
義
援
金
を
送
り

ま
し
た
。
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第
二
十
三
回
島
原
半
島
文
化
賞
に

本
校
合
唱
部
受
賞

三
月
十
九
日
（
土
）
第
二
十
四
回
康
平
忌
・

第
二
十
三
回
島
原
半
島
文
化
賞
授
賞
式
が
島
原

城
本
丸
の
観
光
復
興
記
念
館
で
催
さ
れ
た
。
今

回
は
個
人
の
部
で
近
藤
義
昭
（
本
校
同
窓
会
副

会
長
）
氏
、
団
体
の
部
で
本
校
合
唱
部
が
受
賞

し
た
。
合
唱
部
部
長
の
関
祥
平
君
が
「
多
く
の

先
輩
た
ち
と
、
地
域
の
方
々
の
応
援
の
お
陰
で

受
賞
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
全
国
舞
台
で
演
奏

で
き
る
よ
う
練
習
に
励
み
、
人
々
の
心
を
動
か

す
音
楽
を
目
指
し
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
た
。

そ
の
後
の
康
平
忌
で
は
、
合
唱
部
が
「
島
原
の

子
守
唄
」
と
「
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
」
を
披
露
し

た
。

２３（水） 合格者・保護者同伴登校（オリエンテーション）

２４（木） 大掃除・終業式・離任式・学年集会

２５（金） 登校自学（午前中）

２６（土） 登校自学（午前中）

１（金） 新入生オリエンテーション・部紹介

５（火） 登校自学（午前中）

６（水） 登校自学（午前中

８（金） 大掃除・新任式・始業式・HR／入学式(午後)

９（土） スタディサポート（１・２年）・土曜講座（３年）

１１（月） 学年集会・LHR・諸調査・学級役員選出

課題テスト（１年）・校内実力テスト

１２（火） 早朝補習開始（２・３年）・学年集会・地区別集会／登校指導（～１５日）

PTA学級役員と地区役員の投票開始

１３（水） 学級合宿（２年）開始

１４（木） PTA学級役員と地区役員の投票締切

１５（金） 通学方法別集会／公務員模試（３年）

１６（土） 基礎学力テスト（３年）

１８（月） 貧血検査／個人面談期間－短縮授業（～２２日）

１９（火） 雲仙合宿研修（１年：～２２日）

２５（月） １年早朝補習開始

２６（火） 部活動集会

２８（木） 歓迎遠足

２９（金） みどりの日／小論文模試（３年）

http://www.shimabara-h.ed.jp/ 〒855-0036 島原市城内２丁目1130番地 TEL:0957-62-4155，63-7100
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